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伝導体である｡ この物質は常圧下でネール温度 TN-1.6lK]で反強磁性秩序を起 こす.一方超伝導は約




































































い電子系超伝導体と比べて超伝導を担 う電子の数が 100分の 1程度 しかないことを意味 している｡
ceR血Si3の伝導を担う′電子の性質は遍歴的､つまり磁性と超伝導が同じ′電子によってもたらされてい
ると考えられるため､このような小さな超伝導電子密度は､磁気秩序によってフェルミ面上のほとんどの
電子が磁性を担ってしまい､超伝導を担う電子がほとんどなくなってしまうためであると解釈することが
できる｡このことは磁気秩序の下でのみ電気抵抗率及び交流帯磁率の異常が観測されていることと矛盾し
ない｡もしこの事実が正しいとすれば､ceRhSi｡における磁性と超伝導は互いに競合していると結論付け
られる｡
4.まとめ
本研究ではCeRhSi3の磁性及び超伝導に対する電気抵抗率と交流帯磁率の詳細測定を行い､磁場 C軸方
向における磁場一温度相図の超伝導相線上に折れ曲がりを発見し､またこの折れ曲がりに伴う磁場誘起相
の存在を明らかにした｡さらに､Plを境に超伝導相線のイニシャルスロープが急激に増大することを明
らかにした｡磁場 α事由方向では反強磁性秩序と強く結び付いた弱いピン止め状態の存在を示唆する､複雑
な電気抵抗率と交流帯磁率の振る舞いを観測 した｡これらの現象は磁性と超伝導の競合により超伝導電子
密度が抑制され､揺らぎの大きな超伝導状態が実現 しているためであると理解することができる｡
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論文審査の結果の要旨
ceRhSi,はCePt,Siとともに､正方晶のC軸方向に空間反転対称性が破れた結晶構造を持ち重い電子系
超伝導体として注目されている物質である｡CeRhSi,では極めて異方性の強い上部臨界磁場が観測されて
おり､空間反転対称性の破れに起蟹すると考えられている｡また､この物質はRKKY相互作用と近藤効
果の競合による磁気的量子臨界点の近傍にあって､圧力を印加することで磁気秩序状態と超伝導状態を容
易に制御することができる｡このような磁性と超伝導の競合のために磁場中の超伝導物性は複雑であるが､
これまで系統的な研究は行われていない0本論文は､CeRhSi,の圧力下において広い温度範囲にわたって
磁性と超伝導の相関を明らかにするため詳細な研究を行ったものである｡
著者は､17T超伝導マグネットとグルノーブルの28T水冷マグネットを利用して､20mKの極低温領
域まで､強磁場 ･高圧下において電気抵抗と帯磁率を測定する装置を開発し研究を行った｡その結果､C
軸方向の磁場においては､磁気秩序を示さない高圧下で20Tを超える非常に大きな上部臨界磁場を示す
が､磁場一温度相図上の超伝導相線に折れ曲がりが現れることを観測した｡この折れ曲がりの磁場は圧力
の減少とともに減少し､2.4GPaでゼロ磁場における反強磁性転移の出現とともに消えることを明らかに
し､折れ曲がりが磁場によって誘起される磁気的転移によって起こることを指摘した｡また､a軸方向の
磁場に対しては､低い臨界磁場を持ち､2種類の超伝導転移が定義できることを観測した｡これらの磁場
中転移に対して､圧力を変えて電気抵抗と帯磁率を詳細に測定することによって転移の性質を考察し､反
強磁性転移と結びっいた揺らぎの大きな超伝導状態と全体としてコヒーレントな超伝導状態の2種類の超
伝導状態の存在によって説明できることを明らかにした｡
本論文の成果は量子臨界点近傍にある重い電子系超伝導体の超伝導状態に対して磁気的状態が及ぼす影
響を始めて系統的に明らかにしたものであり高く評価できる｡これらの研究成果は､著者が自立して研究
活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している｡したがって､菅原徹也提出の博士
論文は博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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